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田中康夫の

25

「
こ
れ
ぞ
統
治
機
構
の
大
改
革
」
と
喧

伝
さ
れ
た
Ｏ
Ｎ
Ｅ　

Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｋ
Ａ
〝
府

市
合
わ
せ
〞
構
想
と
は
一
体
、
如
何
な

る
代
物
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
？

「
財
政
効
果
は
年
１
５
５
億
円
に
上
る

費
で
６
０
０
億
円
程
度
か
か
る
（
日
本

経
済
新
聞
）」
新
手
の
ハ
コ
モ
ノ
行
政

と
知
っ
た
ナ
ニ
ワ
っ
子
は
、
若
し
や
本

末
転
倒
な
〝
不
仕
合
わ
せ
〞
構
想
で
は

と
訝
り
、
僅
差
な
が
ら
も
否
決
。
そ
れ

が
僕
の
見
立
て
で
す
。

　

豈あ
に

図は
か

ら
ん
や
、
２
０
０
８
年
２
月
に

橋
下
徹
氏
が
知
事
に
就
任
し
て
以
降
の

７
年
間
で
大
阪
府
は
、
財
政
力
指
数
も

経
常
収
支
比
率
も
悪
化
し
続
け
、
実
質

公
債
費
比
率
が
18
％
を
超
え
た
２
０
１

１
年
度
以
降
、
地
方
債
発
行
に
総
務
大

臣
の
許
可
を
必
要
と
す
る
〝
禁
治
産

者
〞
状
態
に
転
落
し
て
い
ま
す
。

〝
ハ
シ
ズ
ム
〞に
審
判
が
下
っ
た「
５
・

17
住
民
投
票
」
翌
日
に
「
産
経
新
聞
」

は
社
説
で
、「
地
盤
沈
下
を
食
い
止
め

る
に
は
、
改
革
議
論
を
ス
ト
ッ
プ
し
て

は
な
ら
な
い
」
と
慨
歎
し
ま
し
た
。

　

ニ
ャ
ル
程
。
で
も
、「
改
革
」
っ
て

何
で
す
か
？　

こ
の
国
の
「
か
た
ち
」

と
い
う
「
制
度
」
を
弄
も
て
あ
そ
ぶ
前
に
〝
隗か
い

よ
り
始
め
よ
〞
の
心
意
気
で
、
こ
の
国

の
「
あ
り
方
」
を
変
え
る
べ
き
で
は
な

い
ん
で
す
か
？　
「
小
選
挙
区
・
比
例

代
表
並
立
制
」
こ
そ
政
策
本
位
の
政
治

を
実
現
す
る
世
紀
の
大
改
革
と
唱
和
さ

れ
た
21
年
前
か
ら
の
、
僕
の
疑
問
で
す
。

　

奇
し
く
も
大
阪
府
が
〝
禁
治
産
者
〞

と
な
っ
た
２
０
１
１
年
施
行
の
Ｗ
選
挙

で
、
ナ
ニ
ワ
の
ウ
ラ
ジ
ミ
ー
ル
・
プ
ー

チ
ン
こ
と
橋
下
氏
は
首
相
改
め
市
長
に
、

そ
の
舎
弟
た
る
ド
ミ
ト
リ
ー
・
メ
ド
ベ

ー
ジ
ェ
フ
こ
と
松
井
一
郎
氏
が
大
統
領

改
め
府
知
事
に
就
任
し
ま
す
。

　

即
ち
、「
改
革
」
ベ
ク
ト
ル
を
同
じ

く
す
る
２
人
の
首
長
が
共
闘
・
協
調
す

れ
ば
、
納
税
者
へ
の
顧
客
サ
ー
ヴ
ィ
ス

と
い
う
「
あ
り
方
」
は
、『
大
阪
都
』

と
い
う
「
か
た
ち
」
の
誕
生
前
か
ら
、

容
易
に
迅
速
に
改
善
し
得
た
の
で
す
。

両
社
が
合
併
せ
ず
と
も
阪
神
な
ん
ば
線

と
近
鉄
難
波
線
が
相
互
乗
入
を
開
始
し
、

神
戸
か
ら
奈
良
ま
で
同
一
車
両
で
移
動

可
能
な
利
便
性
が
高
ま
っ
た
様
に
。

　

が
、
立
派
な
勉
強
部
屋
を
こ
さ
え
て

く
ん
な
い
か
ら
一
向
に
成
績
が
良
く
な

ら
ね
ぇ
と
駄
々
を
捏こ

ね
続
け
ま
し
た
。

昔
は
ミ
カ
ン
箱
を
机
代
わ
り
に
し
た
も

ん
だ
。
お
前
さ
ん
が
文
教
予
算
を
減
ら

し
て
も
図
書
館
と
い
う
ハ
コ
自
体
は
残

っ
と
る
し
、
行
き
帰
り
の
電
車
で
も
予

習
・
復
習
は
出
来
る
だ
ろ
う
よ
。〝
地

頭
〞
を
持
ち
合
わ
せ
た
納
税
者
な
ら
、

「
青
空
教
室
」
で
学
ん
だ
世
代
な
ら
ず

と
も
一
様
に
抱
く
違
和
感
で
す
。

　

に
も
拘
ら
ず
、感
性
な
ら
ぬ〝
勘
性
〞

が
鈍
い
「
若
手
論
客
」
は
、「
情
弱
で

守
旧
派
な
高
齢
者
の
老
害
投
票
」
が
招

い
た
「
醜
悪
な
シ
ル
バ
ー
デ
モ
ク
ラ
シ

ー
」
と
テ
レ
ビ
や
ネ
ッ
ト
で
息
巻
い
て

い
ま
す
。
呵
々
。
そ
れ
こ
そ
は
同
世
代

の
「
若
年
者
」
に
唾
す
る
言
動
で
す
。

「
２
万
％
引
退
表
明
会
見
」
で
〝
橋
下

ロ
ス
〞
に
打
ち
拉ひ
し

が
れ
る
「
産
経
新

聞
」
が
投
票
日
直
前
に
実
施
し
た
世
論

調
査
に
拠
れ
ば
、「
都
構
想
」
賛
成
・

反
対
の
比
率
は
20
代
男
性
が
33
・
３
％

と
46
・
４
％
、
20
代
女
性
が
17
・
１
％

と
60
・
０
％
。
一
目
瞭
然
・
歴
然
た
る

数
値
。
仮
に
20
代
が
棄
権
せ
ず
に
投
票

所
へ
足
を
運
ん
で
い
た
な
ら
、
更
に
大

差
で
否
決
さ
れ
た
で
し
ょ
う
。

　

二
項
対
立
思
考
の
団
塊
世
代
は
ダ
サ

い
、
と
異
議
申
し
立
て
す
る
一
方
で
、

「
教
養
主
義
」
が
潰つ
い

え
た
後
に
跳
梁
跋

扈
す
る
「
反
知
性
主
義
」
と
も
我
々
は

一
線
を
画
す
、
と
豪
語
し
て
い
た
筈
の

面
々
が
皮
肉
に
も
、「
若
者
VS
老
人
」

「
官
VS
民
」「
保
守
VS
革
新
」「
都
会
VS

地
方
」
と
い
っ
た
、
多
分
に
不
毛
で

「
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
」
的
な
二
項
対
立
の

自
家
撞
着
に
陥
っ
て
い
ま
す
。

　

偏
差
値
的
な「
形
式
知
」＝
弁
護
士
に

象
徴
さ
れ
る
資
格
試
験
の
〝
士
族
〞
と

し
て
世
の
中
に
登
場
し
た
が
故
に
、
良

く
も
悪
く
も「
教
養
」と
は
無
縁
の〝
地

頭
〞
を
用
い
て
生
き
る
「
暗
黙
知
」
の

国
民
よ
り
も
鈍
感
力
が
増
し
て
し
ま
っ

た
、「
情
弱
＝
情
報
弱
者
」
振
り
で
す
。

と
訴
え
（
讀
賣
新
聞
）」、「
都
構
想
実

現
後
の
成
長
戦
略
と
し
て
橋
下
氏
が
挙

げ
た
の
は
高
速
道
路
や
鉄
道
の
整
備
、

大
型
カ
ジ
ノ
の
誘
致
（
朝
日
新
聞
）」。

「
新
た
な
庁
舎
建
設
や
シ
ス
テ
ム
改
修 「イデオロギー」

★
次
号
7
月
号
の
発
行
日
は
6
月
26
日
（
第
4
金
曜
日
）
で
す
。


